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⽇本の⾼等教育環境の急速なユニバーサル化に伴い、⽇本の⼤学でも急速に
初年次教育の導⼊が進んでいる。しかし、いずれの⼤学においても「スチューデント
・ソーシャルスキル」の悪化が進んでおり（⼭⽥,2009）、改善の課題を抱えてい
る。⼀⽅で、「スチューデント・スキル」系の⽀援を実施している⼤学は少なく、実
施している場合でも、その多くが課外プログラムである（⽥中,2014）。また、初
年次教育として位置づけている⽐率も低い状況である（⼭⽥,2012）。
⽴⽯（2018）は、「成績不振学⽣等への⽀援は早期発⾒・初期対応的な

ものが主流を占めており、スタディスキルに関する取組や学習⽀援センターが提供
する取組などは実施率が30%を下回っているため、未然防⽌的な観点からの⽀
援の充実が課題である」と述べている。また、「⽀援における課題として『学⽣のモ
チベーション維持・向上』を挙げている⼤学が60%以上あり、わが国の課題として
注視すべきである」と述べている。

1. 本取組の実施背景

◆4つの学内ネットワークによる⽀援システム

⇒  Student Success Program(SSP)

⽴命館⼤学
学⽣育成⽬標

（2018年3⽉2⽇制定）

・ 正課・課外をつなぐ新たな学⽣⽀援施策
・ 初年次段階を中⼼とした「⼤学での学修への適応（アカデミック・スキル）⽀援」
・ 学⽣部⾨による専⾨的な「学⽣⽣活への適応（スチューデント・スキル）⽀援」
・ 課外活動での学びを促進する成⻑⽀援

本取組の位置づけ

SSPは、学⽣⽀援部⾨である「学⽣部」内で体制を構築しており、3キャンパス
（京都・滋賀・⼤阪）の「学⽣オフィス」と「スポーツ強化オフィス」の4課にそれぞ
れSSP担当の専任職員を配置している。また、各キャンパスに1名ずつ資格（臨
床⼼理⼠等）や学⽣⽀援経験があるスペシャリストを「学⽣⽀援コーディネータ
ー」として雇⽤している。あわせて、SSPピア・サポーターを雇⽤し、学⽣・院⽣⾃
⾝の経験を活かした学⽣⽬線での⽀援も実施している。
そのほか、各学部（15学部）と定期懇談会（学期毎）を実施し、学部によ

る学⽣相談からのつなぎ⽅や⼩集団授業等での講座の周知、⽀援学⽣のフィー
ドバックを⾏っている。また、課外活動団体との連携した⽀援として、部⻑・顧問
等へのSSPの周知・講座案内、公式戦出場基準と連動した⽀援を⾏っている。

達成⽬標

学⽣は正課と課外全ての学⽣⽣活全体を通じて、
『学びのコミュニティ』の中で相互に学び成⻑していく

◆⽇本の⾼等教育における初年次教育の課題

◆本学における初年次⽀援について

⾃⽴した学びの主体形成を⽬指す学⽣⽀援部⾨による、学⽣⼀⼈ひとりの
特徴に合わせた「テーラーメード型⽀援」

2018年度春学期（4〜7⽉）に実施した全6講座（①新⼊⽣向け、②
⾼回⽣向け、③ノートテイク、④モチベーションアップ、⑤定期試験対策、⑥レ
ポート）には、732名と多数の参加があった。スチューデント・スキル系に対す
るニーズが予想以上に⾼く、特に1回⽣からのニーズが⾼いことが伺えた。ま
た、内容としては「モチベーションアップ」「学修時間の確保」の順にニーズが⾼か
った。参加者の満⾜度が⾼いことや利⽤者数が⼤幅に増加したことからも、
学⽣のニーズに合った⽀援を提供することができていると考える。

3. 本取組の特⻑

270名（実数73名）
358名（実数129名）

732名
495名

2018 春学期
2017 春学期・秋学期 SSPの認知度向上や

他部課との連携により、
利⽤者は着実に増えて
いる。

◆2017・2018年度⽀援実績

◆2018年度春学期の講座参加者の内訳およびアンケート結果について
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⾃⼰調整学習サイクル・モデル
（Zimmerman,1996）

⽀援メニュー

⽀援ツールの利⽤
（Campus Diary・ToDoリスト等）

集団⽀援

グループ⽀援・ピア学習相談

個別⽀援

アセスメント
（学修への動機づけ・⾃⼰管理チェック）

◆⽀援⽅法の特⻑

◆⽀援内容の特⻑
⼊学前から卒業まで、⽀援が必要な時期に応じた適切な⽀援内容を提供。

学⽣⼀⼈ひとりに応じた多層化した⽀援メニューを使って、「⾃⽴」と「成⻑」
に向けたサイクルを回していく。

本学では、⼤学全体としての⽬標である「正課と課外を通じた学⽣の⾃⽴と成⻑」に
向けて、学⽣⽀援部⾨における初年次段階の専⾨的な⽀援体制を構築している。
学⽣部の特性を活かした「スチューデント・スキル」の獲得⽀援と教学部⾨にも協⼒を
得ながら「アカデミック・スキル」の獲得⽀援を総合的に実施し、全学⽣を対象とした正
課・課外を包括した⽀援を充実させている。

・ 学⽣部副部⻑（教員役職者）
・ 専任職員
・ 学⽣⽀援コーディネーター
・ SSPピア・サポーター

◎SSPピア・サポート学⽣とは
SSPにおける企画プログラムの運営補助や学
⽣相談会の運営等を担う。有給であるため、
⾯接による厳正な選考を経て採⽤。採⽤後も
所定の研修を受講することで⽀援の質を保証
している。→2018年度：30名在籍
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談に対応
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週1-5回
昼休み

個
別
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題を分析し、個別⾯談による⽀援

セルフチェックシート
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現時点での⾃分を分析するシート
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リーダーシップ
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クラブ・サークルなどの課外活動で役
⽴つリーダーシップ・マネジメントなど
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◆ SSPの⽀援実施体制

6. 今後の課題

SSP利⽤者の現状は、「単位僅少学⽣」もしくは「成⻑意欲が⾼い学⽣」の
⼆極化している状況である。利⽤していない多くの学⽣は、⾃分⾃⾝の問題
や課題を早期に発⾒できていない（気付いていない）。今後は、未然防⽌を
視野に⼊れた「⽀援の必要性を学⽣⾃⾝に気付いてもらう仕組みづくり」が
必要である。

◆⽀援対象者と利⽤者の乖離

学⽣「⼀⼈ひとり」が正課と課外すべての学⽣⽣活を通じて、
学びの主体として「⾃⽴」し、最⼤限の「成⻑」を遂げること

SSP

正課（学部） 課外活動（参加率7割）

学部⽀援活動

気になる学⽣
単位僅少者

気になる学⽣
学業ガイドライン

抵触者

⾃⼰管理
スキルの習得が

必要な学⽣

⾃らの困り感
問題意識での参加

学修意欲・
学修習慣が
必要な学⽣

学部教員・
職員等

クラブ・サークル指導者、
部⻑・顧問等

・数学学修相談会
・物理駆け込み寺
・化学・⽣物駆け込み寺 等

障害学⽣⽀援室
（コーディネーター）・
学⽣サポートルーム
（カウンセラー）

学内専⾨機関

学⽣


